
10月16・17・20日



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

　7
年
産
米
の
収
穫
が
本
格
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
来
年
に
向
け
た
土
づ
く
り
は
今
秋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　土
づ
く
り
は「
作
物
を
作
る
上
で
の
基
礎
」と
な
り
、

異
常
気
象
に
負
け
な
い
米
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
き

ま
す
。
積
極
的
な
秋
耕
と
土
づ
く
り
資
材
・
牛
糞
堆
肥

の
投
入
で
、
良
質
米
生
産
を
行
い
ま
し
ょ
う
!!

○
秋
耕

水
稲
刈
取
後
の
稲
わ
ら
等
の
残
渣
物
の
腐
熟
促
進
と
、
還
元

土
壌
へ
の
酸
素
供
給
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て
、
ひ
こ
ば
え
の
穂
が
出
る
前
に

す
き
込
む
。

○
ミ
ネ
ラ
ル
G
…
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
ａ

　（
資
材
課
に
て
受
託
散
布
を
し
て
い
ま
す
）

水
稲
栽
培
で
消
費
さ
れ
た
ケ
イ
酸
分
、
鉄
分
、
そ
の
他
の
有

用
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
、
倒
伏
や
病
害
虫
へ
の
抵
抗
性
を
高

め
、
健
全
な
水
稲
生
育
を
助
け
る
。

○
牛
糞
堆
肥
…
2
ｔ
／
10
ａ

　（
農
業
公
社
に
て
受
託
散
布
を
し
て
い
ま
す
）

消
費
し
た
有
機
物
を
補
給
し
、
土
壌
の
保
肥
力
・
保
水
力
を

高
め
、
安
定
し
た
肥
効
に
よ
り
、
気
象
の
変
化
に
強
い
水
稲

づ
く
り
が
で
き
る
。

※
連
用
し
て
い
る
ほ
場
は
1
〜
1
・
5
ｔ
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
石
灰
窒
素
…
20
㎏
／
10
ａ

　（
刈
取
り
後
早
め
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
）

稲
わ
ら
腐
熟
促
進

○
ア
グ
リ
革
命
…
酵
素
の
力
で
稲
わ
ら
分
解

粒
剤
タ
イ
プ
、
液
剤
タ
イ
プ
2
種
類
あ
り
ま
す
。

粒
剤
：
2
㎏
／
10
a

液
剤
：
1
0
0
㎖（
水
10
〜
5
0
0
ℓ
で
希
釈
）／
10
a

水

　稲

大
麦
・
は
だ
か
麦

今
後
の
管
理（
水
稲
刈
取
後
）

令
和
８
年
産
の
ポ
イ
ン
ト

●
排
水
対
策
の
徹
底

　
湿
害
は
収
量
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
湿
害
に
負
け
な
い
よ

う
早
め
に
周
囲
作
溝
を
設
置
す
る
な
ど
、
排
水
対
策
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

●
極
端
な
早
播
き
は
や
め
る

　
播
種
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
霜
害
の
影
響
を
受
け
、
登
熟
不
良

と
な
り
収
量
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
近
年
増
加
傾
向
の
黒

節
病
も
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
適
期
の
作
業
実
施

　
生
育
状
況
を
確
認
し
、
播
種
・
追
肥
・
防
除
を
適
期
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
ほ
場
準
備

　（
１
）排
水
対
策

　
中
溝
や
周
囲
作
溝
を
し
っ
か
り
と
設
置
し
、
排
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

○
周
囲
作
溝
　
深
さ
30
㎝
程
度
で
必
ず
排
水
口
に
つ
な
ぐ
。

中
溝
よ
り
深
く
施
工
す
る
。
排
水
が
悪
い

ほ
場
で
は
、
稲
の
収
穫
後
で
き
る
だ
け
早

め
に
天
候
が
良
い
う
ち
に
作
業
す
る
。

○
弾
丸
暗
渠
　
本
暗
渠
と
直
角
ま
た
は
斜
め
に
交
差
さ
せ

る
。
間
隔
の
基
準
は
2
〜
3
ｍ
と
す
る
。

○
中
溝
施
工
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
幅
や
、
土
壌
条
件
に
よ
っ
て

決
定
す
る
。
概
ね
６
ｍ
、
深
さ
20
〜
30
㎝
で

施
し
、
必
ず
周
囲
作
溝
に
つ
な
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
小
明
渠
作
溝
同
時
浅
溝
播
種
の
場
合
で
も

中
溝
を
施
工
す
る
。

　（
2
）土
づ
く
り

○
ｐ
Ｈ
調
整
　
中
性
土
壌（
ｐ
Ｈ
７
程
度
）を
好
む
作
物
で

す
の
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
か
タ
ン
カ
ル
で
ｐ

Ｈ
調
整
を
行
う
。

基
準
量
：
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
　
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

（
３
）雑
草
対
策

秋
耕
を
早
期
に
実
施
し
、
異
常
気
象
・
病
害
虫

に
負
け
な
い
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

薬剤名 適用雑草 散布時期 薬量
（10a当り）

希釈水量
（10a当り）

使用
回数

プリグ
ロックス L

サン
フーロン
液剤

600

～

1,000㎖

200

～

500㎖

250

～

500㎖

4 回

3 回

3 回

100

～

150ℓ

50

～

100ℓ

ラウンド
アップ
マックス
ロード

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草
及び
多年生

イネ科雑草

播種前又は
播種後出芽前

耕起7日前まで
（雑草生育期） 

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）
播種後出芽前
（雑草生育期）

少量散布
5～25ℓ

通常散布
50～100ℓ
少量散布
25～50ℓ

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）

※ほ場に雑草が多く、播種作業に支障が生じる場合は事前に雑草を枯らしてから播種を行う。

　
　
　
　
タ
ン
カ
ル
　
　
1
5
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
カ
キ
テ
ツ
　
1
0
0
㎏
／
10
a （
新
規
採
用
）

　
　
　
　
※
施
用
量
は
土
壌
ｐ
Ｈ
を
実
際
に
計
っ
て

　
　
　
　
か
ら
施
用
量
を
決
定
す
る
。

　
　
　
　
土
壌
分
析
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
営
農
第

　
　
　
　
一
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
堆
肥
施
用
　
牛
糞
完
熟
堆
肥（
基
準
量
：
2
t
／
10
a
）

を
投
入
し
、
土
づ
く
り
を
行
う
。
未
熟
堆

肥
を
投
入
す
る
と
生
育
ム
ラ
や
、
次
作
で

の
雑
草
の
繁
茂
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
完
熟

堆
肥
を
使
う
。

令
和
７
年
産
島
根
米
の
概
算
金
が
決
定
!!

品種

コシヒカリ

きぬむすめ

つや姫（特別栽培米ST）

つきあかり

銘柄モチ

年産
７年
６年
７年
６年
７年
６年
７年
６年
７年
６年

１等  
28,200
16,600
27,800
16,400
29,000
17,200
27,600
15,900
28,800
14,500

１等上 
28,400
16,800
28,000
16,600
29,200
17,400
―　
―　
―　
―　

60㎏、円(税込)

２等  
27,800
16,200
27,400
16,000
28,600
16,800
27,200
15,500
27,900
13,600

３等   
26,800
15,200
26,400
15,000
―　
―　

26,200
14,500
26,900
12,600

★JAしまね米

大

　豆

病
害
虫
防
除

　
開
花
後
30
日
頃
が
、
紫
斑
病
・
カ
メ
ム
シ
の
防
除
時

期
で
す
。
ま
た
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
つ
い
て
も
発
生
が
多

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
適
期
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
花
期
以
降
、
降
雨
の
日
が
多
い
と
紫
斑
病
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。
特
に
タ
マ
ホ
マ
レ
は
弱
い
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★紫斑病・カメムシ

※展着剤を加用して下さい。

≪動噴・ハイクリブームの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類

紫斑病・カメムシ類

農薬名
アミスター２０フロアブル

スミチオン乳剤
アミスタートレボンＳＥ

希釈倍数
2,000～3,000倍
1,000倍
1,000倍

使用時期
収穫７日前まで
収穫２１日前まで
収穫１４日前まで

使用液量（10a）
１００～３００L
１００～３００L
１００～４００L

≪ドローンの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類

紫斑病・カメムシ類

農薬名
アミスター２０フロアブル

スミチオン乳剤
アミスタートレボンＳＥ

希釈倍数
16～24倍
8倍
8倍

使用時期
収穫７日前まで
収穫２１日前まで
収穫21日前まで

使用液量（10a）
0.8L
0.8L
0.8L

★ハスモンヨトウ（新規採用）
適用病害虫名

ハスモンヨトウ

農薬名

ブロフレアSC

希釈倍数
2,000 ～ 4,000倍
16～32倍

使用時期
収穫前日まで
収穫前日まで

使用液量（10a）
100～300L
０．８～１．６L

※

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
と
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
た
も
の
で
す
。

　
①
出
荷
契
約
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
②
種
子
更
新
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
③
農
産
物
検
査
を
受
検
し
て
い
る
こ
と
。

　
④
栽
培
履
歴
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、

一
般
米
扱
い
と
し
▲
1
，
0
0
0
円
／
60
㎏
と
し

ま
す
。

※

1.9
㎜
ふ
る
い
目
１
等
米
は
（
上
）
単
価
で
す
。

※

検
査
時
の
水
分
値
に
つ
い
て
、
左
記
の
価
格
減

算
が
あ
り
ま
す
。

　 （
対
象
品
種
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
１

等
と
２
等
）

　
　
高
水
分
（
15
・
6
％
以
上
16
・
0
％
以
下
）

は
▲
5
0
0
円
／
60
㎏
と
し
ま
す
。

※

も
ち
米
へ
の
う
る
ち
米
混
入
は
▲
8
0
0
円
／

60
㎏
と
し
ま
す
。

※

７
年
産
の
「
島
根
米
契
約
栽
培
取
引
」(

複
数
年

契
約)

対
象
数
量
に
つ
い
て
は
、+

2
，
0
0
0

円
／
60
㎏
と
な
り
ま
す
。
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フーロン
液剤

600

～

1,000㎖

200

～

500㎖

250

～

500㎖

4 回

3 回

3 回

100

～

150ℓ

50

～

100ℓ

ラウンド
アップ
マックス
ロード

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草
及び
多年生

イネ科雑草

播種前又は
播種後出芽前

耕起7日前まで
（雑草生育期） 

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）
播種後出芽前
（雑草生育期）

少量散布
5～25ℓ

通常散布
50～100ℓ
少量散布
25～50ℓ

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）

※ほ場に雑草が多く、播種作業に支障が生じる場合は事前に雑草を枯らしてから播種を行う。

　
　
　
　
タ
ン
カ
ル
　
　
1
5
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
カ
キ
テ
ツ
　
1
0
0
㎏
／
10
a （
新
規
採
用
）

　
　
　
　
※
施
用
量
は
土
壌
ｐ
Ｈ
を
実
際
に
計
っ
て

　
　
　
　
か
ら
施
用
量
を
決
定
す
る
。

　
　
　
　
土
壌
分
析
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
営
農
第

　
　
　
　
一
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
堆
肥
施
用
　
牛
糞
完
熟
堆
肥（
基
準
量
：
2
t
／
10
a
）

を
投
入
し
、
土
づ
く
り
を
行
う
。
未
熟
堆

肥
を
投
入
す
る
と
生
育
ム
ラ
や
、
次
作
で

の
雑
草
の
繁
茂
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
完
熟

堆
肥
を
使
う
。

令
和
７
年
産
島
根
米
の
概
算
金
が
決
定
!!

品種

コシヒカリ

きぬむすめ

つや姫（特別栽培米ST）

つきあかり

銘柄モチ

年産
７年
６年
７年
６年
７年
６年
７年
６年
７年
６年

１等  
28,200
16,600
27,800
16,400
29,000
17,200
27,600
15,900
28,800
14,500

１等上 
28,400
16,800
28,000
16,600
29,200
17,400
―　
―　
―　
―　

60㎏、円(税込)

２等  
27,800
16,200
27,400
16,000
28,600
16,800
27,200
15,500
27,900
13,600

３等   
26,800
15,200
26,400
15,000
―　
―　

26,200
14,500
26,900
12,600

★JAしまね米

大

　豆

病
害
虫
防
除

　
開
花
後
30
日
頃
が
、
紫
斑
病
・
カ
メ
ム
シ
の
防
除
時

期
で
す
。
ま
た
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
つ
い
て
も
発
生
が
多

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
適
期
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
花
期
以
降
、
降
雨
の
日
が
多
い
と
紫
斑
病
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。
特
に
タ
マ
ホ
マ
レ
は
弱
い
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★紫斑病・カメムシ

※展着剤を加用して下さい。

≪動噴・ハイクリブームの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類

紫斑病・カメムシ類

農薬名
アミスター２０フロアブル

スミチオン乳剤
アミスタートレボンＳＥ

希釈倍数
2,000～3,000倍
1,000倍
1,000倍

使用時期
収穫７日前まで
収穫２１日前まで
収穫１４日前まで

使用液量（10a）
１００～３００L
１００～３００L
１００～４００L

≪ドローンの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類

紫斑病・カメムシ類

農薬名
アミスター２０フロアブル

スミチオン乳剤
アミスタートレボンＳＥ

希釈倍数
16～24倍
8倍
8倍

使用時期
収穫７日前まで
収穫２１日前まで
収穫21日前まで

使用液量（10a）
0.8L
0.8L
0.8L

★ハスモンヨトウ（新規採用）
適用病害虫名

ハスモンヨトウ

農薬名

ブロフレアSC

希釈倍数
2,000 ～ 4,000倍
16～32倍

使用時期
収穫前日まで
収穫前日まで

使用液量（10a）
100～300L
０．８～１．６L

※

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
と
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
た
も
の
で
す
。

　
①
出
荷
契
約
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
②
種
子
更
新
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
③
農
産
物
検
査
を
受
検
し
て
い
る
こ
と
。

　
④
栽
培
履
歴
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、

一
般
米
扱
い
と
し
▲
1
，
0
0
0
円
／
60
㎏
と
し

ま
す
。

※

1.9
㎜
ふ
る
い
目
１
等
米
は
（
上
）
単
価
で
す
。

※

検
査
時
の
水
分
値
に
つ
い
て
、
左
記
の
価
格
減

算
が
あ
り
ま
す
。

　 （
対
象
品
種
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
１

等
と
２
等
）

　
　
高
水
分
（
15
・
6
％
以
上
16
・
0
％
以
下
）

は
▲
5
0
0
円
／
60
㎏
と
し
ま
す
。

※

も
ち
米
へ
の
う
る
ち
米
混
入
は
▲
8
0
0
円
／

60
㎏
と
し
ま
す
。

※

７
年
産
の
「
島
根
米
契
約
栽
培
取
引
」(

複
数
年

契
約)

対
象
数
量
に
つ
い
て
は
、+

2
，
0
0
0

円
／
60
㎏
と
な
り
ま
す
。
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ニュース トピックス

ニュース トピックス

ニュース トピックス

　
こ
の
活
動
は
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
食
農

教
育
を
す
す
め
る
子

ど
も
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ

り
ん
」
の
記
事
を
活

用
し
、
食
と
農
へ
の

関
心
を
深
め
Ｊ
Ａ
を

身
近
に
感
じ
て
欲
し

い
と
、
夏
休
み
の
思
い
で
作
り
と
友
達
づ
く

り
の
場
と
し
て
開
催
し
、
子
ど
も
15
人
と
保

護
者
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
〇
×
形
式
の
食
農
ク
イ
ズ
で
、
食

や
自
然
に
関
す
る
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　
続
い
て
多
肉
植
物
を
使
っ
た
寄
せ
植
え

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ピ
ッ
ク
作
り
に
挑

戦
。
ビ
ー
ズ
や
貝

殻
な
ど
の
飾
り
を

自
由
に
組
み
合
わ

せ
、
子
ど
も
た
ち

は
世
界
に
一
つ
の

作
品
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は

「
上
手
に
で
き
て

う
れ
し
い
」「
飾
り

を
選
ぶ
の
が
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

 

　
ク
ッ
キ
ン
グ
で

は
女
性
部
員
も
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し

 

枯
れ
る
」
と
不
安

を
口
に
し
ま
し
た
。

　
試
食
で
は
、
お

ろ
し
し
ょ
う
が

の
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
漬
け
や
ジ
ン

ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
な

ど
、
出
西
生
姜
の

さ
わ
や
か
な
風
味

を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
出
西
生
姜
生
産

者
協
議
会
は
、
賛
同
す
る
７
戸
の
生
産
者
が
、

「
出
西
生
姜
組
合
」
を
基
に
令
和
６
年
度
新
た

に
設
立
し
ま
し
た
。

 

　
７
年
産
は
、
ハ
ウ
ス
・
露
地
栽
培
の
合
計

作
付
面
積
は
１
３
３
ａ
で
、
約
７
ト
ン
の
出

荷
を
見
込
み
、
10
月
ま
で
収
穫
が
続
き
ま
す
。

　
生
産
量
と
販
路
の
拡
大
・
技
術
共
有
・
市

場
へ
の
安
定
供
給
を
目
標
に
掲
げ
、
２
０
２

８
年
度
に
は
、
生
食
用
15
・
３
ト
ン
、
加
工

用
９
ト
ン
・
種
生
姜
１
・
５
ト
ン
に
向
け
、

生
産
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

 

夏
休
み
の
お
楽
し
み

 

ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
開
催

  

ち
ゃ
ぐ
り
ん
記
事
で

 

　 

工
作
と
料
理
を
作
ろ
う
!!

　
８
月
７
日
ひ
か
わ
あ
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン
ふ
ぁ

み
ー
ゆ
で
、
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
　
夏
休

み
こ
ど
も
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
西
生
姜
初
収
穫

　
８
月
１
日
、
出
西
生
姜
生
産
者
協
議
会
は

出
雲
市
斐
川
町
出
西
地
区
　
た
ぐ
ち
フ
ァ
ー

ム
代
表
田
口
裕
一
郎
さ
ん
の
圃
場
で
、
行
政

や
Ｊ
Ａ
の
関
係
者
・
報
道
陣
を
招
き
、
出
西

生
姜
の
初
収
穫
と
出
荷
調
整
作
業
・Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
出
西
生
姜
は
、
斐
川
町
出
西
地
区
の
一
部

地
域
で
し
か
育
た
な
い
と
い
わ
れ
、
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
で
す
。

　
通
常
の
生
姜
よ
り
も
ひ
と
回
り
小
さ
く
、

ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
み
と
独
特
の
上
品
な
香
り

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
繊
維
が
少
な
く
、
お
ろ

し
金
で
す
り
お
ろ
し
て
も
繊
維
が
残
ら
な
い

の
が
特
徴
で
す
。

　
初
収
穫
は
、
田
口
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培

さ
れ
、
草
丈
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
育
っ
た
生

姜
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
田
口
さ
ん
は
「
出

西
生
姜
の
特
徴
で
あ
る
茎
の
根
元
も
紅
く
色

づ
き
、
太
り
具
合
も
よ
く
上
出
来
だ
」
と
絶

賛
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
路
地
で
栽
培
す
る
も
の
は
「
異

常
な
高
温
と
水
不
足
で
、
散
水
し
て
も
葉
が

 

て
参
加
し
、「
夏
野
菜
カ
レ
ー
」「
コ
ー
ン
ス
ー

プ
」「
野
菜
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
」
の
３
品
を

作
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
と
一
緒
に
作
れ

て
楽
し
か
っ
た
」「
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
今
後
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
保
育
園
児

　
　
お
い
し
い
ぶ
ど
う

　
　
　
　
　
収
穫
体
験 

vol.
2

　
８
月
20
日
、
斐
川
ぶ
ど
う
生
産
組
合
青
年

部
・
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連
盟
と
斐
川
地

区
本
部
が
、
伊
波
野
地
区
の
ぶ
ど
う
ハ
ウ
ス

で
、
伊
波
野
保
育
園
の
年
長
組
園
児
30
名
と

先
生
４
名
を
招
い
て
ぶ
ど
う
の
収
穫
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
お
目
当
て
の
ぶ
ど
う
を
探

し
、
一
人
ず

つ
順
番
に
脚

立
に
上
り
、

手
入
れ
さ
れ

た
巨
峰
の
房

に
鋏
を
入
れ

ま
し
た
。ず
っ

し
り
と
し
た

ぶ
ど
う
の
重

み
に
、
落
と

し
そ
う
に
な

る
園
児
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が

収
穫
の
喜
び

を
感
じ
た
様

子
で
し
た
。

　
坪
内
雅
青

年
部
長
は「
ぶ

ど
う
狩
り
し
た
こ
と
を
家
族
と
話
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
ぶ
ど
う
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

 

猛
暑
に
負
け
ず
野
菜
出
荷

　
野
菜
等
出
荷
者
協
議
会

　
　
　
　
感
謝
の
集
い
開
催

　
８
月
20
日
野
菜

等
出
荷
者
協
議
会

は
、
荘
原
地
区
の

出
雲
空
港
ホ
テ
ル

で
、
日
ご
ろ
の
出

荷
を
労
い
会
員
間

の
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
感
謝
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
集
い
に
は
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
出
荷
す

る
生
産
者
80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
高
橋
進
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
さ
さ
や

か
な
会
で
す
が
ゆ
っ
く
り
と
疲
れ
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
会
員
を
労
い
ま
し
た
。

　
ま
た
川
上
貴
史
生
活
部
長
は
、「
松
江
市

な
ど
斐
川
町
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
来
店
い
た

だ
く
が
、
産
直
コ
ー
ナ
ー
へ
真
っ
先
に
足
を

運
ぶ
」「
出
荷
者
協
議
会
あ
っ
て
の
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
美
味
し
い
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
江
津
市
在
住
の
演
歌
歌
手
、
山
下
時

子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
の
力
強
い
歌
声
や
、
マ
ツ
ケ
ン

サ
ン
バ
の
曲
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
踊
っ
た
り

と
、
楽
し
い
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を
送
り
ま

し
た
。

　
会
員
ら
は
、「
し

ば
ら
く
残
暑
は
続
く

と
思
う
が
、
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
頑

張
っ
て
野
菜
を
出
荷

し
ま
す
」
と
鋭
気
を

養
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
産
米
初
検
査
式

　
８
月
27
日
、
総
合
基
幹
施
設
で
令
和
７
年

産
米
の
初
検
査
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
検
査
で
は
、
出
荷
さ
れ
た
つ
や
姫
・
つ

き
あ
か
り
・
ヒ
メ
ノ
モ
チ
あ
わ
せ
て
1
，
５

4
8
袋
が
検
査
場
に
並
び
ま
し
た
。

　
検
査
員
は
、
品
質
の
概
要
に
つ
い
て
「
米

の
粒
張
り
・
粒
揃
い
・
光
沢
・
粒
張
り
は
平

年
並
み
」
で
あ
る
が
「
高
温
に
よ
る
心
白
・

背
白
・
腹
白
・
基
部
未
熟
が
多
く
み
ら
れ
る
」

と
検
査
概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
錦
織
稔
理
事
は
、「
検
査
は
、
卸
や
消
費
者

の
み
な
さ
ま
に
安
心
し
て
買
っ
て
も
ら
え
る

大
切
な
手
続
き
」

　
ま
た
、
概
算
金
に
つ
い
て
触
れ
、「
前
年
よ

り
１
万
円
以
上
引
き
上
げ
た
概
算
金
額
が
提

示
さ
れ
た
。
農
家
の
み
な
さ
ま
に
は
安
心
し

て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

健
や
か
な
生
活
の
た
め
に
！

　
　  

組
合
員
健
康
診
断
実
施

　
８
月
28
・
29
日
の
両
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
組
合
員
健
診
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
種
部
会
組
織
等
に
所
属
し
て

い
な
い
、
一
般
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
に
し

た
健
康
診
断
で
す
。

　
市
が
実
施
す
る
「
特
定
健
診
」
の
項
目
に

セ
ッ
ト
で
受
診
で
き
る
、「
心
電
図
」「
前
眼

部
O
T
C
検
査
（
緑
内
障
）」
な
ど
７
項
目
に

加
え
、脳
梗
塞
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
「
頸

動
脈
エ
コ
ー
検
査
」
な
ど
、
４
項
目
の
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
実
施
し
ま

し
た
。

　
健
診
会
場
に
は
、
両
日
で
79
名
の
受
診
者

が
来
場
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
確
認

し
ま
し
た
。
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ニュース トピックス

ニュース トピックス

ニュース トピックス

　
こ
の
活
動
は
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
食
農

教
育
を
す
す
め
る
子

ど
も
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ

り
ん
」
の
記
事
を
活

用
し
、
食
と
農
へ
の

関
心
を
深
め
Ｊ
Ａ
を

身
近
に
感
じ
て
欲
し

い
と
、
夏
休
み
の
思
い
で
作
り
と
友
達
づ
く

り
の
場
と
し
て
開
催
し
、
子
ど
も
15
人
と
保

護
者
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
〇
×
形
式
の
食
農
ク
イ
ズ
で
、
食

や
自
然
に
関
す
る
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　
続
い
て
多
肉
植
物
を
使
っ
た
寄
せ
植
え

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ピ
ッ
ク
作
り
に
挑

戦
。
ビ
ー
ズ
や
貝

殻
な
ど
の
飾
り
を

自
由
に
組
み
合
わ

せ
、
子
ど
も
た
ち

は
世
界
に
一
つ
の

作
品
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は

「
上
手
に
で
き
て

う
れ
し
い
」「
飾
り

を
選
ぶ
の
が
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

 

　
ク
ッ
キ
ン
グ
で

は
女
性
部
員
も
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し

 

枯
れ
る
」
と
不
安

を
口
に
し
ま
し
た
。

　
試
食
で
は
、
お

ろ
し
し
ょ
う
が

の
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
漬
け
や
ジ
ン

ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
な

ど
、
出
西
生
姜
の

さ
わ
や
か
な
風
味

を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
出
西
生
姜
生
産

者
協
議
会
は
、
賛
同
す
る
７
戸
の
生
産
者
が
、

「
出
西
生
姜
組
合
」
を
基
に
令
和
６
年
度
新
た

に
設
立
し
ま
し
た
。

 

　
７
年
産
は
、
ハ
ウ
ス
・
露
地
栽
培
の
合
計

作
付
面
積
は
１
３
３
ａ
で
、
約
７
ト
ン
の
出

荷
を
見
込
み
、
10
月
ま
で
収
穫
が
続
き
ま
す
。

　
生
産
量
と
販
路
の
拡
大
・
技
術
共
有
・
市

場
へ
の
安
定
供
給
を
目
標
に
掲
げ
、
２
０
２

８
年
度
に
は
、
生
食
用
15
・
３
ト
ン
、
加
工

用
９
ト
ン
・
種
生
姜
１
・
５
ト
ン
に
向
け
、

生
産
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

 

夏
休
み
の
お
楽
し
み

 

ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
開
催

  

ち
ゃ
ぐ
り
ん
記
事
で

 

　 

工
作
と
料
理
を
作
ろ
う
!!

　
８
月
７
日
ひ
か
わ
あ
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン
ふ
ぁ

み
ー
ゆ
で
、
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
　
夏
休

み
こ
ど
も
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
西
生
姜
初
収
穫

　
８
月
１
日
、
出
西
生
姜
生
産
者
協
議
会
は

出
雲
市
斐
川
町
出
西
地
区
　
た
ぐ
ち
フ
ァ
ー

ム
代
表
田
口
裕
一
郎
さ
ん
の
圃
場
で
、
行
政

や
Ｊ
Ａ
の
関
係
者
・
報
道
陣
を
招
き
、
出
西

生
姜
の
初
収
穫
と
出
荷
調
整
作
業
・Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
出
西
生
姜
は
、
斐
川
町
出
西
地
区
の
一
部

地
域
で
し
か
育
た
な
い
と
い
わ
れ
、
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
で
す
。

　
通
常
の
生
姜
よ
り
も
ひ
と
回
り
小
さ
く
、

ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
み
と
独
特
の
上
品
な
香
り

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
繊
維
が
少
な
く
、
お
ろ

し
金
で
す
り
お
ろ
し
て
も
繊
維
が
残
ら
な
い

の
が
特
徴
で
す
。

　
初
収
穫
は
、
田
口
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培

さ
れ
、
草
丈
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
育
っ
た
生

姜
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
田
口
さ
ん
は
「
出

西
生
姜
の
特
徴
で
あ
る
茎
の
根
元
も
紅
く
色

づ
き
、
太
り
具
合
も
よ
く
上
出
来
だ
」
と
絶

賛
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
路
地
で
栽
培
す
る
も
の
は
「
異

常
な
高
温
と
水
不
足
で
、
散
水
し
て
も
葉
が

 

て
参
加
し
、「
夏
野
菜
カ
レ
ー
」「
コ
ー
ン
ス
ー

プ
」「
野
菜
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
」
の
３
品
を

作
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
と
一
緒
に
作
れ

て
楽
し
か
っ
た
」「
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
今
後
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
保
育
園
児

　
　
お
い
し
い
ぶ
ど
う

　
　
　
　
　
収
穫
体
験 

vol.
2

　
８
月
20
日
、
斐
川
ぶ
ど
う
生
産
組
合
青
年

部
・
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連
盟
と
斐
川
地

区
本
部
が
、
伊
波
野
地
区
の
ぶ
ど
う
ハ
ウ
ス

で
、
伊
波
野
保
育
園
の
年
長
組
園
児
30
名
と

先
生
４
名
を
招
い
て
ぶ
ど
う
の
収
穫
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
お
目
当
て
の
ぶ
ど
う
を
探

し
、
一
人
ず

つ
順
番
に
脚

立
に
上
り
、

手
入
れ
さ
れ

た
巨
峰
の
房

に
鋏
を
入
れ

ま
し
た
。ず
っ

し
り
と
し
た

ぶ
ど
う
の
重

み
に
、
落
と

し
そ
う
に
な

る
園
児
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が

収
穫
の
喜
び

を
感
じ
た
様

子
で
し
た
。

　
坪
内
雅
青

年
部
長
は「
ぶ

ど
う
狩
り
し
た
こ
と
を
家
族
と
話
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
ぶ
ど
う
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

 

猛
暑
に
負
け
ず
野
菜
出
荷

　
野
菜
等
出
荷
者
協
議
会

　
　
　
　
感
謝
の
集
い
開
催

　
８
月
20
日
野
菜

等
出
荷
者
協
議
会

は
、
荘
原
地
区
の

出
雲
空
港
ホ
テ
ル

で
、
日
ご
ろ
の
出

荷
を
労
い
会
員
間

の
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
感
謝
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
集
い
に
は
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
出
荷
す

る
生
産
者
80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
高
橋
進
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
さ
さ
や

か
な
会
で
す
が
ゆ
っ
く
り
と
疲
れ
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
会
員
を
労
い
ま
し
た
。

　
ま
た
川
上
貴
史
生
活
部
長
は
、「
松
江
市

な
ど
斐
川
町
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
来
店
い
た

だ
く
が
、
産
直
コ
ー
ナ
ー
へ
真
っ
先
に
足
を

運
ぶ
」「
出
荷
者
協
議
会
あ
っ
て
の
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
美
味
し
い
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
江
津
市
在
住
の
演
歌
歌
手
、
山
下
時

子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
の
力
強
い
歌
声
や
、
マ
ツ
ケ
ン

サ
ン
バ
の
曲
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
踊
っ
た
り

と
、
楽
し
い
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を
送
り
ま

し
た
。

　
会
員
ら
は
、「
し

ば
ら
く
残
暑
は
続
く

と
思
う
が
、
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
頑

張
っ
て
野
菜
を
出
荷

し
ま
す
」
と
鋭
気
を

養
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
産
米
初
検
査
式

　
８
月
27
日
、
総
合
基
幹
施
設
で
令
和
７
年

産
米
の
初
検
査
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
検
査
で
は
、
出
荷
さ
れ
た
つ
や
姫
・
つ

き
あ
か
り
・
ヒ
メ
ノ
モ
チ
あ
わ
せ
て
1
，
５

4
8
袋
が
検
査
場
に
並
び
ま
し
た
。

　
検
査
員
は
、
品
質
の
概
要
に
つ
い
て
「
米

の
粒
張
り
・
粒
揃
い
・
光
沢
・
粒
張
り
は
平

年
並
み
」
で
あ
る
が
「
高
温
に
よ
る
心
白
・

背
白
・
腹
白
・
基
部
未
熟
が
多
く
み
ら
れ
る
」

と
検
査
概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
錦
織
稔
理
事
は
、「
検
査
は
、
卸
や
消
費
者

の
み
な
さ
ま
に
安
心
し
て
買
っ
て
も
ら
え
る

大
切
な
手
続
き
」

　
ま
た
、
概
算
金
に
つ
い
て
触
れ
、「
前
年
よ

り
１
万
円
以
上
引
き
上
げ
た
概
算
金
額
が
提

示
さ
れ
た
。
農
家
の
み
な
さ
ま
に
は
安
心
し

て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

健
や
か
な
生
活
の
た
め
に
！

　
　  

組
合
員
健
康
診
断
実
施

　
８
月
28
・
29
日
の
両
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
組
合
員
健
診
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
種
部
会
組
織
等
に
所
属
し
て

い
な
い
、
一
般
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
に
し

た
健
康
診
断
で
す
。

　
市
が
実
施
す
る
「
特
定
健
診
」
の
項
目
に

セ
ッ
ト
で
受
診
で
き
る
、「
心
電
図
」「
前
眼

部
O
T
C
検
査
（
緑
内
障
）」
な
ど
７
項
目
に

加
え
、脳
梗
塞
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
「
頸

動
脈
エ
コ
ー
検
査
」
な
ど
、
４
項
目
の
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
実
施
し
ま

し
た
。

　
健
診
会
場
に
は
、
両
日
で
79
名
の
受
診
者

が
来
場
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
確
認

し
ま
し
た
。
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グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介
【
書
道
グ
ル
ー
プ
】

　
J
A
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
「
書
道
グ
ル
ー
プ
」
は
、
竹
下

優
治
先
生
を
講
師
に
、
毎
月
第
4
木
曜
日
の
9
時
30
分
か
ら

活
動
し
、
現
在
は
12
名
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
古
典
を
題
材
に
し
た
臨
書
か
ら
始
ま
り
、
筆

づ
か
い
や
字
形
を
じ
っ
く
り
と
学
び
ま
す
。
そ
の
後
は
創

作
に
挑
戦
し
、
年
に
2
〜
３
回
は
金
封
の
表
書
き
、
時
期

に
合
わ
せ
た
細
字
な
ど
、
幅
広
く
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
８
月
は
「
秋
野
（
空
海
よ
り
）
」
「
笑
う
門
に
は

福
き
た
る
」
を
題
材
に
、
練
習
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
分
か
り
や
す
い
説
明
や
、
先
生
ご

自
身
が
実
際
に
書
い
て
見
せ
て
く
だ
さ
る
場
面
も
あ
り
、

や
さ
し
く
丁
寧
な
ご
指
導
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
学
び
が
一
層
深

ま
り
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
先
生
の
お
手
本
で
理
解
が
広
が
る
」

「
仲
間
と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
で
励
み
に
な
る
」
と
の

声
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
学
び
と
交
流

の
時
間
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
活
動

　
8
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
ひ
か
わ
女
性
倶
楽
部
〝
ソ
レ
イ
ユ
〞

は
第
６
回
講
義
「
体
力
測
定
と
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
J
A
島
根

厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
し
た
。
体
力
測

定
で
は
長
座
体
前
屈
な
ど
３
種
目
に
挑
戦
し
、
参
加
者
は

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ボ
ッ
チ
ャ
で
は
厚

生
連
職
員
の
方
も
加
わ
り
、
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
初

め
て
体
験
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
、
大
好
評

で
し
た
。
次
回
は
J
A
ま
つ
り
に
参
加
予
定
で
す
。

９：３０～

９：3０～

13：3０～

10：0０～

  9月25日（木）

  9月26日（金）

10月 6 日（月）

10月 8 日（水）

書道グループ

ひまわりグループ

絵てがみグループ
いきいきグループ

10月14日（火）

10月16日（木）

10月20日（月）

10月23日（木）

9：3０～

９：0０～

9：3０～

９：３０～

ちぎり絵グループ

手芸グループ

パッチワークグループ

書道グループ

場所は全日　ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ　です

新規加入
大歓迎！！

待っちょ～よ！

上左 瑛琉ちゃん（4歳）
上中 椛羽さん（7歳）
上右 律ちゃん（5歳）
　中 絆生ちゃん（4歳）
　下 心鞠ちゃん（4ヶ月）

いろ  は

み  まり

え　る

き　お

りつ
上直江地区
陶山　潔さんより

いつまでも５人仲良く
元気にすくすく
育ちますように！

我が子
自慢・

孫自慢

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

　つつじ園では、8月21日～29日までの7日間、「夏のお出掛け」と題して、
ラピタ本店へ買い物に出掛けました。好きなお菓子を買ったり、ひ孫へお土産に
お菓子を買ったり、仏壇にお供えする果物を買ったりと、皆さん思い思いに商品
を手に取り、買い物を楽しまれました。その後、フードコートではお好きなメニュー
を選んで、召し上がっていただきました。「自分で好きなものを買えて良かった
わ～！」「次はいつ行く？」と次回も楽しみにしていらっしゃいます。

「我が子自慢・孫自慢」
あなたが撮った写真をご応募ください。掲載され
た方にはささやかなお礼の品を差し上げます!

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

応募先

大募集！！

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募メールアドレス

２０２６年版家の光家計簿の取り扱いについて
今年度より増刊号として家計簿のみを販売します

「家の光」１２月号に
別冊付録としては付きません
家の光家計簿を購入ご
希望の方は、支店窓口
または組織広報課まで
お申し込み・お問い合
わせください。

受付期間：１０月１日～１２月末

「家の光」増刊号
２０２６年家の光家計簿（日記付き）
定価６６０円（１１月１日発行）

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介
【
書
道
グ
ル
ー
プ
】

　
J
A
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
「
書
道
グ
ル
ー
プ
」
は
、
竹
下

優
治
先
生
を
講
師
に
、
毎
月
第
4
木
曜
日
の
9
時
30
分
か
ら

活
動
し
、
現
在
は
12
名
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
古
典
を
題
材
に
し
た
臨
書
か
ら
始
ま
り
、
筆

づ
か
い
や
字
形
を
じ
っ
く
り
と
学
び
ま
す
。
そ
の
後
は
創

作
に
挑
戦
し
、
年
に
2
〜
３
回
は
金
封
の
表
書
き
、
時
期

に
合
わ
せ
た
細
字
な
ど
、
幅
広
く
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
８
月
は
「
秋
野
（
空
海
よ
り
）
」
「
笑
う
門
に
は

福
き
た
る
」
を
題
材
に
、
練
習
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
分
か
り
や
す
い
説
明
や
、
先
生
ご

自
身
が
実
際
に
書
い
て
見
せ
て
く
だ
さ
る
場
面
も
あ
り
、

や
さ
し
く
丁
寧
な
ご
指
導
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
学
び
が
一
層
深

ま
り
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
先
生
の
お
手
本
で
理
解
が
広
が
る
」

「
仲
間
と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
で
励
み
に
な
る
」
と
の

声
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
学
び
と
交
流

の
時
間
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
活
動

　
8
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
ひ
か
わ
女
性
倶
楽
部
〝
ソ
レ
イ
ユ
〞

は
第
６
回
講
義
「
体
力
測
定
と
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
J
A
島
根

厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
し
た
。
体
力
測

定
で
は
長
座
体
前
屈
な
ど
３
種
目
に
挑
戦
し
、
参
加
者
は

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ボ
ッ
チ
ャ
で
は
厚

生
連
職
員
の
方
も
加
わ
り
、
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
初

め
て
体
験
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
、
大
好
評

で
し
た
。
次
回
は
J
A
ま
つ
り
に
参
加
予
定
で
す
。

９：３０～

９：3０～

13：3０～

10：0０～

  9月25日（木）

  9月26日（金）

10月 6 日（月）

10月 8 日（水）

書道グループ

ひまわりグループ

絵てがみグループ
いきいきグループ

10月14日（火）

10月16日（木）

10月20日（月）

10月23日（木）

9：3０～

９：0０～

9：3０～

９：３０～

ちぎり絵グループ

手芸グループ

パッチワークグループ

書道グループ

場所は全日　ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ　です

新規加入
大歓迎！！

待っちょ～よ！

上左 瑛琉ちゃん（4歳）
上中 椛羽さん（7歳）
上右 律ちゃん（5歳）
　中 絆生ちゃん（4歳）
　下 心鞠ちゃん（4ヶ月）

いろ  は

み  まり

え　る

き　お

りつ
上直江地区
陶山　潔さんより

いつまでも５人仲良く
元気にすくすく
育ちますように！

我が子
自慢・

孫自慢

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

　つつじ園では、8月21日～29日までの7日間、「夏のお出掛け」と題して、
ラピタ本店へ買い物に出掛けました。好きなお菓子を買ったり、ひ孫へお土産に
お菓子を買ったり、仏壇にお供えする果物を買ったりと、皆さん思い思いに商品
を手に取り、買い物を楽しまれました。その後、フードコートではお好きなメニュー
を選んで、召し上がっていただきました。「自分で好きなものを買えて良かった
わ～！」「次はいつ行く？」と次回も楽しみにしていらっしゃいます。

「我が子自慢・孫自慢」
あなたが撮った写真をご応募ください。掲載され
た方にはささやかなお礼の品を差し上げます!

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

応募先

大募集！！

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募メールアドレス

２０２６年版家の光家計簿の取り扱いについて
今年度より増刊号として家計簿のみを販売します

「家の光」１２月号に
別冊付録としては付きません
家の光家計簿を購入ご
希望の方は、支店窓口
または組織広報課まで
お申し込み・お問い合
わせください。

受付期間：１０月１日～１２月末

「家の光」増刊号
２０２６年家の光家計簿（日記付き）
定価６６０円（１１月１日発行）

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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退　　職【令和7年8月31日付】
氏　名 退職事由 旧　　任

多々納浩之 定年退職 斐川統括支店長兼金融課長

大場　康正 定年退職 伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長

樋野　　隆 定年退職 生活部生活課長兼よい食工房所長

人事異動【令和7年9月１日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

石川　芳樹 生活部生活課長兼
よい食工房所長 生活部石油課長

黒田　　信 生活部石油課長 営農部営農第二課長補佐

飯塚　英行 斐川統括支店長兼金融課長 荘原支店兼斐川支店長兼
渉外推進課長兼共済渉外係長

山田　貴幸 斐川統括支店
ローンセンター長補佐 伊波野支店兼出西支店長補佐

錦織　　靖 斐川統括支店共済課長 斐川統括支店共済課長補佐

児玉　　明 荘原支店兼斐川支店長兼
渉外推進課長兼共済渉外係長 荘原支店兼斐川支店次長

三宅　和紀 荘原支店兼斐川支店次長 荘原支店兼斐川支店長補佐

原　　香織 荘原支店兼斐川支店長補佐 荘原支店兼斐川支店支店係長

池田　尋志 伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長 伊波野支店兼出西支店次長

本店　人事異動【令和7年9月1日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

神田　伸彦 本店資金部証券管理課長 斐川統括支店共済課長

深津　一徳 本店共済部共済事務管理課係長 斐川統括支店
ローンセンター係長

有期雇用職員  定年再雇用【令和7年9月1日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

大場　康正 生活部グリーンセンター 伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長

多々納浩之 企画総務部企画管理課 斐川統括支店長兼金融課長

杉谷真由美 伊波野支店兼出西支店次長 出東支店兼斐川中部支店次長

尾原　伸明 出東支店兼斐川中部支店次長 出東支店兼斐川中部支店長補佐

氏 　名 新　　　任 旧　　　任
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退　　職【令和7年8月31日付】
氏　名 退職事由 旧　　任

多々納浩之 定年退職 斐川統括支店長兼金融課長

大場　康正 定年退職 伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長

樋野　　隆 定年退職 生活部生活課長兼よい食工房所長

人事異動【令和7年9月１日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

石川　芳樹 生活部生活課長兼
よい食工房所長 生活部石油課長

黒田　　信 生活部石油課長 営農部営農第二課長補佐

飯塚　英行 斐川統括支店長兼金融課長 荘原支店兼斐川支店長兼
渉外推進課長兼共済渉外係長

山田　貴幸 斐川統括支店
ローンセンター長補佐 伊波野支店兼出西支店長補佐

錦織　　靖 斐川統括支店共済課長 斐川統括支店共済課長補佐

児玉　　明 荘原支店兼斐川支店長兼
渉外推進課長兼共済渉外係長 荘原支店兼斐川支店次長

三宅　和紀 荘原支店兼斐川支店次長 荘原支店兼斐川支店長補佐

原　　香織 荘原支店兼斐川支店長補佐 荘原支店兼斐川支店支店係長

池田　尋志 伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長 伊波野支店兼出西支店次長

本店　人事異動【令和7年9月1日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

神田　伸彦 本店資金部証券管理課長 斐川統括支店共済課長

深津　一徳 本店共済部共済事務管理課係長 斐川統括支店
ローンセンター係長

有期雇用職員  定年再雇用【令和7年9月1日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

大場　康正 生活部グリーンセンター 伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長

多々納浩之 企画総務部企画管理課 斐川統括支店長兼金融課長

杉谷真由美 伊波野支店兼出西支店次長 出東支店兼斐川中部支店次長

尾原　伸明 出東支店兼斐川中部支店次長 出東支店兼斐川中部支店長補佐

氏 　名 新　　　任 旧　　　任
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